
    【編集の記】 

 季節は、盛夏、残暑、

立秋へと彩を変えていき

ます。四季は日本の特徴

と言われますが、地球温

暖化のためなのか、いつ

までも暑く、秋とは暦の

上だけのことともいわれ

る昨今です。 

 木々の色づきは自然現

象ですが、森林への人間

による適当な働き掛けが

欠かせないのは必然。 

 花火は、人による人の

ための夏の彩です。 

 名残を惜しみながら、

来年の成功を祈って、写

真特集としてみました。 

 山に轟く花火・最高！ 
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第５号 

 恒例のみすぎ夏まつりが去る７月２４日（土）に美

杉中学校運動場で開催され、約５，３００人（実行

委員会発表）ものたくさんの人出で賑わいました。 
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 消防操法大会・美杉方面団 県大会で準優勝！！ 

「感動！  山々に轟くみすぎの花火 

県立一志病院からのお知らせ 

 一志病院では、地域の皆さまに信頼され良質で温かみの 

ある医療サービスを提供することを基本理念としています。 

 

   ○ 急患の方には、２４時間３６５日、 

    当院を開けています。 

      症状により対応できない場合がありますので、 

    来院前にお問い合わせください。 

 

 ７月２５日（日）、県消防学校（鈴鹿市）において、操法大

会が開催されました。当日は３７度を超える猛暑の中、選手を

始め応援に駆け付けた団員が一丸となり大会に挑みました。 

 この大会に向け２月から厳しい訓練に取り組んできた選手

は、会場に漂う独特な緊張感をものともせず、普段以上の操法

を披露していました。準優勝という結果に悔し涙する選手もい

ましたが、全力を出し切った姿に感激しました。 

 地域の安全のため頑張っている消防団員に、今後とも、地域

の皆さんの温かいご支援、ご協力をお願いします。 
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地域の動き地域の動き：トピック 

多気の郷元気づくり協議会多気の郷元気づくり協議会多気の郷元気づくり協議会・・さらに活発に   

一志病院からのお知らせ（続き） 

○ 内科は、平日の午後も診療を行っています。 
  午後の受付は、１３時～１６時です。 
 

○ 疾病や高齢などで当院へ通院できない人には、 

 訪問診療や訪問看護を行っています。 

（９月から訪問リハビリテーションも行う 

 予定です。） 

 

○ 外来のリハビリテーションを行っています。 
  事前に医師の診察が必要になります。 

＜リハビリテーションの主な対象例＞ 

心臓や肺に疾患のある人 

骨折、変形性関節症などの整形疾患のある人 

体力の低下により歩行などの日常生活が困難な人 

脳梗塞など脳の病気の後遺症のある人 

問い合わせ：県立一志病院 電話 ２６２－０６００  
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皆で取り組みます。皆で取り組みます。皆で取り組みます。   
地域の地域の地域の   
      元気づくり！元気づくり！元気づくり！   
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 太郎生 ９／７  １１：３０（予定）（姫石の湯）  

 八知  ９／９   １１：００（美杉総合開発センター） 

 竹原  ９／１０  １１：００（ふれあいプラザ竹原体育館） 

 多気  ９／１１  １０：３０（多気地域住民センター体育館） 

 下之川 ９／１２ １１：００（下之川地域住民センター体育館） 

 八幡  ９／２４  １１：００（美杉小学校体育館） 

 伊勢地 ９／２５ １１：００（伊勢地地域住民センター体育館） 

＊紙面の都合上電話番号表を省略しましたが、電話帳でお調べいただくか、美杉総合支所（２７２－８０８０）へお問い合わせください。 

敬老会の予定 

 最近、「源流」探索がブームのようです。雲出川の源

は、「川上さん」「若宮さん」と親しみを込めて私たち

が呼んでいる社の奥の滝の流れといえるのでしょう。 

 しかし、水の源は「谷を決める」のではなく、一滴一

滴に感謝する気持ちを大事にしたいものです。 

 雲出川に川上地区で合流する坂本川も大きな谷で、こ

れに流れ込むりっぱな谷が平倉川です。 

 川の奥は三重大学平倉

演習林で、川沿いの道は

「森林セラピー基地」の

「平倉コース」として認

定されています。せせら

ぎを眺め、緑に包まれ、

本当に「癒し効果」が期

待できます。ぜひ、歩い

てみましょう。 

 「美杉の森林に育まれて在る。」と題

した特集が２０ページにわたり掲載さ

れています。 

 出だしは『代々育てた材を無駄なく

使いきるために、みんなで知恵を絞

る。杉の家、杉のレストラ

ン、山仕事の現場、製

材、加工、森林セラピー

ロード・・・・・・故郷の森

林が育むもの。』 

※この本は、美杉総合支

所美杉地域なんでも情

報コーナー、多気地域住

民センターにもあります

ので、ご一読を・・・。 

美
杉
に
ゆ
か
り
の
書
物 

『住む       季刊夏ＮＯ.34』  

 発行 泰文館  発売 農山漁村文化協会  

美杉満喫物産展   

 ９/２３（木・祝）久居インターガーデン駐車場 

         （村づくり仕掛人チームほか）  

  問い合わせ：津市商工会美杉支部 

         電話：２７２－００８０ 

道の駅美杉 

    サンクスフェスタサンクスフェスタ  
 ９/２６（日）  

   ウッディフェスタ同時開催 
 問い合わせ：道の駅美杉 

         電話：２７５－０３９９ 

 

 坂本川支流平倉川 

 名松線の全線復旧 

       を求める会   

      活動本格化・・・！ 

 

名松線の全線復旧を求める会では、各地区自

治会連合会、美杉老人クラブ連合会、商工会美

杉支部、美杉地区社協、美杉地区民生委員児童

委員協議会、美杉中PTA、伊勢本街道を活かし

た地域づくり協議会の代表が集まり、７月３０

日（金）に役員会を開催し、役員、規約の変

更、事業計画や会員募集などを決めました。 

その内容は８月９日（月）に記者発表があり

ましたので、ご承知のことと思いますが、八知

納涼大会での募金活動をスタートに、今後は、

個人会員の加入依頼を行う予定です。 

美杉地域にお住まいの全員の皆さんが会員に

なっていただき、全線復旧を目指したいとのこ

とです。自治会などを通して会員加入依頼があ

りましたら、地域振興に欠かせない名松線の復

旧のため、ご協力をお願いします。 

記者発表の様子（８／９津市役所市政記者室において） 

雲出川徒然 


